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1 . はじめに

本小論は，佐藤一斎の『言志四録』に散見される高齢
者1)の在り方生き方に関する内容（条文）について，心身
の養生の内容も交えて紹介するとともに，考察を加えるも
のである。
佐藤一斎は，江戸時代の儒学者で，70歳（1841（天保12）
年）から88歳（1859（安政６）年）にて没するまで，昌平
坂学問所の儒官を務めた人物である。『言志四録』は，江
戸時代の漢学者の中で一番文章がうまいといわれた佐藤一
斎が，42歳から81歳までの期間に，自らの儒学等の研究及
び教育の成果と自らの経験を融合させながら執筆した，自
らの修養・工夫からにじみでた随想録であり，『言志録』・
『言志後録』・『言志晩録』・『言志耋録』の４編あわせて
1133条からなるものである2)。『言志四録』は，佐藤一斎
の人間性と研鑽した学問との人格的統合の発露，一斎の魂
の発露ともいえる書であり，不朽の名著として後世に伝わ
るものである。「言志」の由来は『論語』の一節（孔子が

弟子達に志を言うように求めたこと）と言われている3)。
『言志四録』の中で，佐藤一斎が高齢者の在り方生き方
について，自らの在り方生き方に照らし合わせて具体的な
記述が見られるのは『言志後録』からである。『言志後録』
を一斎は57歳から66歳の間に書き上げている。今日にあっ
ては80代に匹敵する高齢者であろう江戸時代の60代を一斎
自らも迎え，自らの戒めとして記載した条文がみられる。
佐藤一斎が少壮の時期に接した高齢にあたる武士の，日常
の立ち居振る舞いを含めた在り方に対して「あのようには
なりたくない」と抱いた思いを，自らが同じ年代に直面し
て，あるべき行動指針として示したのであろうと思量する。
佐藤一斎自らが高齢者として生き抜く時代，すなわち67歳
から77歳の間に記述した『言志晩録』には，自らの戒めも
含めて，高齢者としてよりよく生きていくための行動指針
が，数多くより具体的に記述されている。佐藤一斎自らが，
その当時の老境の極めともいえる80歳から82歳の間に記述
した『言志耊録』では，自らの現況を客観的に認識しなが
ら，高齢者の在り方，高齢者の果たすべき役割，人生の全
うの仕方について，随所に記述している。
以下，具体的に考察を加えていく。4)
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2 . 佐藤一斎の『言志四録』にみる高齢者の在り方生
き方

2.1 心身の養生
高齢者には，各年代の人間よりもより一層，日々の生活
の中で養生が求められる。養生については，江戸時代前期
の儒学者である貝原益軒（1640（寛永７）年～1714（正徳
４）年）の『養生訓』があげられるが，そこに見られるよ
うに，高齢者の養生は，身の養生は言うに及ばす心の養生
も求められる。
佐藤一斎の『言志四録』には，身の養生のみならず，心
の養生にかかわる条文が随所にみられる。以下に高齢者に
関連づけながら紹介および若干の考察を加えていく。

2.1.1 養生の一般的心得・工夫：自然・節・度・安
佐藤一斎は，養生の一般的な心得・工夫として，「自然」，

「節」と「度」，「安」をあげている。

【養生之道。只従自然爲得。有意於養生。
則不得養生。譬之蘭花之香。嗅則不來。
不嗅則來。】

養生の道は，只だ自然に従ふを得たりと為す。
養生に意有れば，則ち養生するを得ず。
之れを蘭花の香に譬ふるに，
嗅
か

げば則ち来らずして，嗅がざれば則ち来る。
〈佐藤一斎『言志後録』第43条〉

高齢者は養生に取り組む必要はあるが，ことさらに構え
て行うのではなく，自然体で，その道に従うことが肝要で
ある。長寿に効能があるとされるサプリメントや食品にの
みに頼るのではなく，また特別な長寿健康法のみに依存す
るのではなく，日常の食生活そのものや日常生活の中の身
体を使った活動そのもの，日々の生活そのものが養生，す
なわち生活即養生の生き方が望まれるところである。特に
高齢者にとって，長年の人生の知恵に裏打ちされた日々の
生活を自然体で営むことが，最たる養生なのであろう。養
生はことさらの意識をせず，普段どおりの規則正しい生活
の中に自然と内在するのが望ましいのであろう。日々の健
康増進に直結する生活習慣の見直しと再確立が必要であろ
う。高齢者の生活そのものが，養生と表裏一体の関係性の
中で営まれることが肝要であろう。
この条文は，養生のみならず，教育の要諦にもつながる
と思われる。佐藤一斎は『言志耊録』第277条にて，「教へ
て之れを化するは，化，及び難きなり。化して之れを教ふ
るは，教，入り易きなり。」（教而化之。化難及也。化而教
之。教易入也）と述べている。教育は，知らず知らずのう
ちに，自然の道に従って，当に蘭花の香りが伝わるように，

他者に人格的な影響力を及ぼし，変容・成長をもたらすこ
とが究極の有様と思量するが，まさに養生の道に符合する
と思われる。

【老人耑拘養生。或却害之。
但勿爲已甚。即是養生。】

老人は耑
もつぱ

ら養生に拘
こだわ

りて，
或は却つて之れを害す。
但だ已

い

甚
じん

を為す勿
な

き，即ち是れ養生なり。
〈佐藤一斎『言志耊録』第309条〉

高齢者の養生として，第一に心がけることは，何事にお
いても「已甚を為す勿き」，すなわち度を超さないことで
ある。養生に関して余りにも気を遣いすぎることはかえっ
てよくないことであり，度を超さず自然体が一番であるこ
とを，佐藤一斎は身を以て述べていると思われる。「養生
の道は，只だ自然に従ふを得たりと為す。」（『言志後録』
第43条）のいわんとするところであろう。

【不勞心思。不勞是養生。勞體軀。勞亦養生。】

心思を労せざる，労せざるは是れ養生なり。
体躯を労する，労するも亦養生なり。

〈佐藤一斎『言志晩録』第277条〉

心の養生は，心を労しない，心を無駄なことに使わない
こと，無駄なことに心のエネルギーを消費しないことであ
る。身の養生は身を労すること，適度に身体を動かすこと
である。適度に身体を動かすことは，心の安定につながる
のである。心の主体者は自らである。つまり自らが心を主
体的に使うのであり，使うべきでない余計なことに心が勝
手に使われてはいけないのである。無用なことに心を使わ
れることがストレスとなり，身の養生にも影響を及ぼすの
は周知のごとくである。高齢者は，佐藤一斎が『言志晩録』
第175条で「心は現在なるを要す。」（心要現在）と明白簡
易に述べているように，目の前のこと，「今」に意識をハッ
キリとさせて，心の全量を発動させることが肝要であろう。

【養生工夫。在節一字。】

養生の工夫は節の一字に在り。
〈佐藤一斎『言志晩録』第280条〉

この条文は「節」が養生の究極の工夫であることを表現
している。『言志後録』第34条の「克己の工夫は一呼吸の
間に有り。」（「克己工夫。在一呼吸閒。」）と同等の明白簡
易さである。高齢者の在り方生き方に求められる「節」を
簡潔に表現している。高齢者のみならず，「節」は，あら
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ゆる年代に位置する人間の在り方生き方に求められると思
われる。

【凡物得其節度。皆足以爲養耳。】

凡そ物は其の節度を得れば，
皆以て養と為すに足る。

〈佐藤一斎『言志耊録』第314条一部抜粋〉

この条文は，まさに『言志晩録』第280条でいう「養生
の工夫」としての「節」であろう。高齢者による生活のあ
らゆる場面での「視」・「聴」・「言」・「動」に節度が伴って
いるのであれば，高齢者にとっての十分な養生となるであ
ろう。人間が日々の生活，ひいては人生を充実したものに
するための秘訣とも言えるだろう。

【養心志。養之最也。養體軀。養之中也。
養口腹。養之下也。】

心志を養ふは，養の最たるものなり。
体軀を養ふは，養の中なるものなり。
口腹を養ふは，養の下なるものなり。

〈佐藤一斎『言志耊録』第295条〉

｢養生」の重要度を上・中・下で示している。心を養う
ことを最上とし，身体の養生を中に位置づけ，口腹を養う，
すなわち空腹を満たす養生を下に位置づけている。やはり
心を養う「心志」の養生が身体の養生につながり，その身
体の有効な養生のための手段として栄養の摂取が求められ
るのであろう。高齢者にとっては「心志」の養生こそが，
養生の中核を占めるといってよいであろう。

【老人於食物。宜視爲薬餌。
有分量。有加減。又有生熟度。】

老人の食物に於けるは，宜しく視て薬
やく

餌
じ

と
為すべし。分量有り，加減有り，又成熟有り。

〈佐藤一斎『言志耊録』第305条〉

高齢者は食べ物については，自らが健康に日々を生きる
糧，栄養となる薬ととらえ，生ものと熟れたものとの度合
いを見極めながら食あたり等にならないように十分に考慮
して摂取すべきであろう。食べ過ぎや飲み過ぎを厳に戒
め，養生の妙薬に直結する食を日々摂取することが求めら
れよう。

【老人宜臨流水。仰遠山。以爲恢豁観。
眞是養生。】

老人は宜しく流水に臨み，遠山を仰ぎて，
以て恢

かい

豁
かつ

の観を為せば，真に是れ養生なり。
〈佐藤一斎『言志耊録』第327条〉

高齢者が自然界に身を委ねて，自然と一体になり，自ら
が自然の一部であることを実感し，また広々とした自然の
風景を見渡すことは，養生として有益であろう。「恢豁の
観」は，心を広々と，そして伸び伸びと，またリフレッシュ
状態へと導くと思われる。人間は，高齢者になってこそ，
自らが自然界の一部であり，自然の中で活かされているこ
とを実感できると思われる。

【心身一也。養心在澹泊。養身亦然。
養心在寡欲。養身亦然。】

心身は一なり。
心を養ふは澹泊に在り。身を養ふも亦然り。
心を養ふは寡欲に在り。身を養ふも亦然り。

〈佐藤一斎『言志耊録』第315条〉

心は「澹泊」かつ寡欲であることが養生の最たるもので
あり，これは高齢者に限らず，すべての年代の人間の心の
環境づくりの中心となるものと思われる。
心が「澹泊」であることは，物事に執着しないさっぱり
した性格であること，また自己中心，自己本位の源泉とも
いえる私欲を少なくする寡欲の状態は，人間的魅力を発揮
するための心の基盤といえるであろう。

【養老要占一安字。心安。身安。事安。何養如之。】

老を養ふには，一の安の字を占むるを要す。
心安んじ，身安んじ，事安んずれば，
何の養か之れに如

し

かん。
〈佐藤一斎『言志耊録』第321条〉

｢安」の一字は高齢者の心身の養生に必要であるのみな
らず，すべての年代の人間に必要なものであろう。「安」
に満ちあふれていれば，人間としての日々の生活も充実し
たものとなるであろう。
｢心を安ん」ずることは，自らが心の環境を整えること
によって可能となるが，そのための工夫としては，自戒・
自警のところで述べるように心に「敬」の精神を保持する
ことがあげられよう。「心を安ん」ずることは，環境依存
的ではなしえないのであり，自らがどのような環境に身を
置いていようとも，環境創造的に心の主体性を発揮して，
「敬」の精神を発動する，すなわち心を意図的にコントー
ルして「安」の状態を保持することが求められよう。
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【清忙成養。過閑非養。】

清忙は養を成すも，過閑は養に非ず。
〈佐藤一斎『言志耊録』第322条〉

高齢者にとって，日常的に，基本的な生活の営み以外に
何か適度に行うことがあることは大切なことである。適度
に忙しいことは，実は心の安定につながり，心の養生とな
る。そのため，高齢者としてのやりがい，生きがいを持つ
ことが肝要となる。社会的な参加の場を持つこと，特に自
分の存在が他者に認められ，なおかつその重要性を自認で
きるのであれば，さらによいであろう。たとえ対社会的な
関係性の構築が困難であっても，高齢者自らが何かに打ち
込み，達成感，成就感に満ちあふれることのできるものが
あれば，「清忙」となり，心の安定につながるであろう。
関連する条文として『言志耊録』第95条がある。

【身労則心逸。身逸則心労。労逸竟不相離異。】

身労すれば則ち心逸し，
身逸すれば則ち心労す。
労・逸は竟に相離異せず。

〈佐藤一斎『言志耊録』第95条〉

高齢者は，ほどほどに身を労することが肝要であり，そ
れにより心の安らぎを実感でき，それが生きている充実感
へとつながり，明日への生への意欲が高まると思われる。
そのため，高齢者にとっても日々の糧を得る「仕事」が求
められよう。主体性を発揮して，自らが具体的に行動し，
何かを求めることが必要であろう。

2.1.2 人の氣5)を得て自らの氣を充実させる

生命の「活力」ともいえる「氣」は自らの内面から養う
ものではある。しかし時として，人が発する「氣」を内部
に受け入れて，自らの氣を養うことも有益である。

【老人氣乏。得人氣以助之。蓋一時氣體調和。
如服温補薬味一般。】

老人は気乏し。
人の気を得て以て之れを助くれば，
蓋し一時の気体調和すること，
温補薬味を服するが如きと一般なり。

〈佐藤一斎『言志録』第53条（一部抜粋）〉

大学教員の職にあり，つくづく感じることがある。日々，
学生と向き合って授業を行っているが，授業の中での学生
とのやり取りの中や，授業以外でも学生と接する中で，学

生の「氣」を無意識のうちに吸収し，それを自らが力強く
生きるためのエネルギーとして活用していることである。
日々の職務遂行の「元気」を，血気盛んな学生から頂戴し
ていることである。
この条文は一斎がまだ40代の時に書かれたものであり，
86歳の実父の様子を見たことがこの表現の基盤となってい
る。若いエネルギーに満ち溢れた人間に接することが，人
間の生命にとって重要な氣を養うことにつながることを，
一斎は述べていると思われる。

【養老之方。夜燭要明。侍人要多。
兒孫嬉戯於側亦不妨。宜以人氣爲養。
不必頼薬餌。】

養老の方，夜燭は明なるを要し，
侍人は多きを要す。
児孫の側に嬉戯するも亦妨げず。
宜しく人の気を以て養とすべし。
必ずしも薬餌を頼まず。

〈佐藤一斎『言志耊録』第312条〉

一斎自らが老齢である80歳過ぎて著した『言志耊録』第
312条での内容であるので，若い人間からの氣が養老に有
効であるとの感が強く伝わってくる。「人の気を以て養と
すべし」は，高齢者が活力を維持する秘訣といえよう。

2.1.3 礼・義に従う
現役時代に厳しい社会を生き抜いてきた高齢者は，「克
己復礼」の体現者であることが期待される。「礼」は「敬」
の体現でもあり，人間として踏み歩むべき正しい道として
の「義」の実行と表裏一体の関係にある。

【五十至七十。似察時候。
察時候當達於知命樂天。
而余齢今六十六。猶未能深入理路。
而況知命樂天乎。餘齢無幾。
不容不自勵。天保卯月丁酉記。】

五十より七十に至るは，察の時候に似る。
察の時候には当に知命・楽天に達すべし。
而るに余の齢六十六にして，猶ほ未だ深く理路に
入る能はず。而るを況んや知命・楽天をや。
余齢幾ばくも無し。自ら励まざる容

べ

からず。
天保丁

ひの

酉
とり

卯月記す。
〈佐藤一斎『言志後録』第240条（一部抜粋）
：66歳の一斎〉

この条文では，一斎66歳の思いを述べている。自らも相
当の人間的力量の形成を遂げ，学問・道理を極めているは
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ずにもかかわらず「未だ深く理路に入る能はず」と，自ら
を「まだまだ」ととらえ，益々もって，人間の道理の究明
に精進を尽す所存を述べている。その姿勢があるからこそ
70歳にして昌平坂学問所儒官への大抜擢となったのであろ
う。60代は，心身ともに，人間として抜本的に鍛えなおさ
なければならない年代であると，筆者は痛切に感じる次第
である。

【人抵老境。儘善忘。惟義不可忘。】

人，老境に抵
いた

りては，儘
きわ

めて善く忘る。
惟
た

だ義のみは，忘るべからず。
〈佐藤一斎『言志晩録』第261条〉

人間が人間として生き続ける限り，高齢者が人間として
生き続ける限り，人間が人間として当然にして踏み行うべ
き正しい道である「義」は忘れてはならないのであり，死
ぬその一瞬までも「義」の遂行に勉めることが肝要である
と思われる。
高齢者が人間として人間らしく生き抜くためにも「義」
の完遂が求められるところである。換言すれば「義」は高
齢者の「学び」の核と言えよう。

【吾壮齢時。事事踰
こ

矩。七十以後。事事不及矩。
凡有事時須與少壮者商議。以輔吾不逮。
勿挟老大以蔑視壮者可。】

吾れ壮齢の時には，事事に矩を踰
こ

ゆ。
七十以後は，事事に矩に及ばす。
凡そ事有る時には，須らく少壮の者と商議し，
以て吾れの逮

およ

ばざるを輔
たす

くべし。
老大を挟

たの

みて，以て壮者を蔑視すること勿くんば，
可なり。

〈佐藤一斎『言志晩録』第262条〉

40代から60代くらいの壮齢の時代には，時として他者と
軋轢が生じたり，無茶なことをしでかしたかもしれない。
しかし70歳を越えてからは，何か問題が起こった時には，
「矩を踰

こ

ゆ」こと，すなわち規準を踏み外すことはなく，
若い者と相談し，彼らの及ばないことに対してサポートす
ることが肝要となる。年長であることで誇り，若い者を見
下してはいけないのである。高齢者は若い者の手本となる
存在であることが求められる。また若い者に譲るべき時
は，素直に譲ることが必要であろう。

2.1.4 言を慎む
言を慎むとは，発する言は「端」，できるだけ短く，明
白簡易であり，聞く側である少壮の者や壮齢の者の肺腑を
突く言葉となることが求められる。そこに高齢者に対して

の「敬」と「信」が生じると思われる。

【老人話不可苟聞。必記之可也。
聞薬方亦必箚記。益人不少。】

老人の話は，苟
かりそめ

に聞くべからず。
必ず之れを記せば，可なり。
薬方を聞くも亦必ず箚

さつ

記
き

すれば，
人を益すること少なからず。

〈佐藤一斎『言志後録』第212条〉

この条文は，高齢者の話の聴き方について述べているが，
高齢者としては，話者としての高齢者の言葉が，壮齢の者
や少壮の者から適当に扱われるのではなく，随時に書き記
す気持ちで傾聴されるように，高齢者は一語一語，経験に
裏付けられた珠玉の知恵として，まさに人格の発露のごと
く，言葉を発することが求められよう。できればその営み
が自然に行われるのが望ましい。

【老人之一話一言。皆活史也。】

老人の一話一言は，皆活史なり。
〈佐藤一斎『言志晩録』第214条（一部抜粋）〉

この条文のように，過去の経験を実践知としての知恵に
昇華して発せられる高齢者の一話一語は，まさに少壮・壮
齢の者たちにとって有益な「活きた歴史」に値する。
しかし，今日の高齢者には，少壮・壮齢の者たちのため
の「活史」となるに値する一話一語を語ることができるか
は，筆者自身に矢印を向けても甚だ心許ない限りである。

【老人話多取信。尤宜慎言。】

老人の話は，多く信を取る。
尤も宜しく言を慎むべし。

〈佐藤一斎『言志晩録』第266条〉

この条文のように，経験を知恵に昇華していると思われ
る高齢者の話は信用されることが多いが，とかく高齢者の
話は誇張的に語られることも多いかもしれない。そのよう
な誇張を廃し，事実に基づき明白簡易に，かつ魅力的に語
ることができることが理想であろう。

【口慎吐呑。亦養生一端。】

口，吐
と

呑
どん

を慎むも，亦養生の一端なり。
〈佐藤一斎『言志晩録』第279条〉

顔の中で「口」は，なぜ一つなのか。これは言い伝えの
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レベルではあるが，慎むためであるとされる。口の働きに
は２つある。すなわち飲食を摂ることと言葉を発すること
である。いずれも慎みを忘れ，度を越え，過ぎてしまうと
禍をもたらすものである。食べ過ぎ飲み過ぎは，身体を害
すことになり，しゃべりすぎは人間関係を悪化させたり，
自らを貶めたりと，心を害することにつながる可能性があ
る。いずれも心身の養生にはマイナスである。そのため，
禍のもとになる「口」は，慎むことが肝要となるのであろ
う。

2.1.5 一日一日を慎む
高齢者は，時として余生を一つの長期的な時間的塊とし
て捉えてしまいがちであり，目の前を過ぎる一日一日を無
為に過ごしてしまう可能性もある。一日一日をかけがえの
ない時間として，精一杯，気を込めて生き切ることが肝要
となる。

【送昨日。迎今日。送今日。迎明日。
人生百年。不過如此。故宜慎一日。
一日不慎。遺醜於身後。可恨。…】

昨日を送りて今日を迎へ，
今日を送りて明日を迎ふ。
人生百年，此くの如きに過ぎず。
故に宜しく一日を慎むべし。
一日慎まずんば，醜を身後に遺さん。

〈佐藤一斎『言志晩録』第258条〉

いわゆる老後を送る高齢者は，残された20年～30年の年
月をどのよう過ごそうかと思案にくれ，それが時として生
への不安を生じさせることがある。極端な場合には，生き
る意味を見失い，絶望感にさいなまれることが多々あるか
もしれない。それは残された20年～30年の日々を時間の長
期的な塊としてとらえるからであろう。人生は一日一日の
積み重ね，繰り返しであるが，その一日は二度と戻ってこ
ない。一日を無駄に過ごさず，一日一日を慎んで過ごすこ
とが肝要であろう。敷衍すれば一日を心を込めて丁寧に真
剣に生きること，「一日一生」の気概で生きることが肝要
であろう。孔子の『論語』（里仁第４）にみる「朝に道を
聞けば，夕に死すとも可なり」（朝聞道。夕死可。）の心持
で，一日一日を精一杯，人道に悖ることなく生き切ること
が，高齢者にとって肝要であろう。

2.1.6 人のため，親のための我が身の養生
高齢者が自らの養生に際して，心にとどめておくことが
あるとすれば，それは，自らの養生が単に自らのためだけ
ではなく，自らをこの世に生みいだしてくれた親のため，
そして人のためであることであろう。
以下，佐藤一斎の『言志耊録』にその理由を看取するこ

とができる。

【人道在敬。敬固爲終身之孝。
以我軀爲親之遺也。一息尚存。可忘自敬乎。】

人道は敬に在り。
敬は固

もと

より終身の孝為
た

り。
我が軀は親の遺為

た

るを以てなり。
一息だに尚ほ存せば，自ら敬することを
忘るべけんや。

〈佐藤一斎『言志耊録』第286条〉

人の道の中心は「敬」にある。「敬」とは他者に対して
はうやまいの精神をもち，自らに対しては慎みの精神をも
つことである。その「敬」は，自らの身が終わるまで，こ
の世に人間として送り出してくれた親への「敬」，すなわ
ち孝行を尽すことである。我が身体は，親が残してくれた
もの，親の遺体であるが故に，親に対する「敬」は，我が
身を一息の存するまで「敬」することである。我が身は自
分一人のものではなく，親の遺体でもあり，自らの命ある
限り，生き切ることが肝要となる。自らの養生は自らのた
めのみならず，親に「敬」するための養生であることを深
く心に留めておく必要があろう。

【養生出於私。則養飜招害。出於公。則養實成養。
公私之差在豪髪。】

養生は私より出づれば，
則ち養も 飜

ひるがえ

つて害を招く。
公より出づれば，則ち養は実に養を成す。
公私の差は豪髪に在り。

〈佐藤一斎『言志耊録』第317条〉

人のための養生が実を結ぶ。やはり人間は自らを人のた
めに活かすことが，活きている証であり，生きる力が沸き，
またそれが生命の活性化につながるのであろう。養生に
とって公私の差はほんのわずかではあるが，それが大事な
ところである。自らの養生が公のために繋がる実感が肝要
であろう。

【凡事不可過度。人道固然。即此亦養生。】

凡そ事は度を過すべからず。
人道は固より然り。
即ち此れも亦養生なり。

〈佐藤一斎『言志耊録』第318条〉

物事・諸事においてそれを為す場合には度を越えてはい
けないのであり，人の踏み行うべき道であれば，それは言
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表１．女性議員の活躍しやすい環境整備に関する順序ロジットの推定結果

モデル１ モデル２
Coef. Robust

S. E.
z Coef. Robust

S. E.
z

女性議員割合 2.175＊＊ 1.058 2.06 2.102＊ 1.172 1.79
保守系首長 0.252 0.215 1.18 0.252 0.215 1.18
革新系首長 0.179 0.252 0.71 0.175 0.254 0.69
革新系議席割合 0.200 1.364 0.15
人口50万人以上 1.212＊＊＊ 0.412 2.94 1.191＊＊＊ 0.443 2.69
人口40-50万人 -0.473 0.715 -0.66 -0.484 0.723 -0.67
人口30-40万人 0.414 0.487 0.85 0.396 0.509 0.78
人口10-30万人 0.505＊＊ 0.227 2.22 0.496＊＊ 0.238 2.09
/cut1 2.396 0.219 2.407 0.230
/cut2 4.156 0.283 4.167 0.292
/cut3 6.072 0.520 6.082 0.525
LR chi2(7), (8) 25.81 25.96
Log likelihood -414.56 -414.55
Pseudo R2 0.0314 0.0314
n 814 814
＊＊＊：p＜.01，＊＊：p＜.05，＊：p＜.10



うまでもなく当然のことである。「ほどほど」，「中」，「中
庸」が大切である。人間の諸事全般にわたって度を過さな
いことも，「中」を保持することも，人間にとっては養生
であろう。

【老人不忘養生固可。然至於已甚。
則不免人欲。可勞則勞。可苦則苦。
一息尚存。勿愆人道。乃是人事天之道。
天助人之俚。養生正路。蓋在於此。】

老人，養生を忘れざるは，固より可なり。
然れども已甚に至れば，則ち人欲を免れず。
労すべきは則ち労し，苦しむべきは，則ち苦しみ，
一息尚ほ存すれば，人道を愆

あやま

つ勿れ。
乃ち是れ人の天に事ふるの道，
天の人を助くるの理にして，
養生の正路は，蓋し此に在り。

〈佐藤一斎『言志耊録』第319条〉

高齢者が養生に心がけることは大切であるが，自らの健
康長寿のみを願い，養生に過度に走ると，それは私欲のみ
の養生となり，自己本位の養生となって人の道をはずれる
ことになりかねない。身体を動かす時はしっかりと動か
し，心も身体も苦しい思いをする時は苦しみ，また自らの
命の限り，一息の存する限りは，人の道を踏み愆

あやま

ること
はしない。それこそが，人が天に事える道，真実の自己と
しっかりと向き合って誠実に生きることであり，それに
よって，自らが天によって活かされることにつながるので
ある。このことが当に養生としての正しい道である。

【親歿之後。吾軀即親也。我之養生。
即是養親之道。不可認做自私。】

親，歿するの後は，吾が軀は即ち親なり。
我れの養生は，即ち是れ親の道を養ふなり。
認めて自私を做すべからず。

〈佐藤一斎『言志耊録』第324条〉

親が没した後の自らの身体は，親の遺体であり，自らの
養生は，親を敬う道である。単に自己本位のための養生と
思念してはならないであろう。
高齢者も自らの養生は，親に仕える道，親を敬う道であ
ると思念することが肝要であろう。

【養生一念。出於孝敬。固爲事天之道。
常人養生。或是自私。宜知所択耳。】

養生の一念の，孝敬より出づるは，
固より天に事ふるの道為

た

り。

常人の養生は，或は是れ自私なれば，
宜しく択ぶ所を知るべし。

〈佐藤一斎『言志耊録』第329条〉

養生の一念が，親を敬い，自らを敬うことから出ること
は，天に事うる道，すなわち，自らを欺かず，真実の自己
で生きること，誠を尽くして生きる道であることをしっか
りと認識しておくことが肝要であり，決して自己本位の私
に帰する養生であってはならないのである。

2.2 自戒・自警
高齢者は，気づかない間に，自らの思考力・判断力・行
動力が衰え，その衰えに時として愕然とすることがある。
また，少壮・壮麗の時代と比較して頑固になり，人の言に
耳を傾けないことがあるかもしれない。やはり，孔子の『論
語』（爲政第２）にみられるように「六十にして耳順う。」
（六十而耳順）「七十にして心の欲する所に従えども矩を踰
えず。」（七十而従心所欲不踰矩。）の実践躬行を心ががけ
ることが大切であろう。そのためには，耐えざる自戒（自
省・自反）・自警とそれに基づく改善行動が求められよう。
佐藤一斎は，自らも60歳を過ぎて高齢者の仲間入りを意
識し，60代での『言志後録』の記述では，高齢者としての
自らの歩み方について，先輩の高齢者の姿を反面教師とし
て，自警・自戒の思いを綴っている。また『言志耊録』で
は，80代の自らと向き合いながら，老いからくる種々の弊
害に対する自戒・自警の言を多く綴っている。

【老人。衆之所観望而矜式也。
其言動當益端。志氣當益壮。
尤宜以容衆育才爲志。今之老者。
或有漫唱年老。甘頽棄者。
或有猶爲少年技倆者。皆非也。】

老人は衆の観望して矜
きょう

式
しょく

する所なり。
其の言動は当に益々端なるべく，
志気は当に益々壮なるべし。
尤も宜しく衆を容れ才を育むを以て
志と為すべし。
今の老者，漫

みだ

りに年老を唱へ頽棄に
甘んずる者有り。
或は猶ほ少年の技倆を為す者有り。
皆非なり。

〈佐藤一斎『言志後録』第108条〉

佐藤一斎が60歳の時に，恐らくは，古の先輩格の高齢者
の姿を思い浮かべながら記したものと思われる。その古の
高齢者は，少壮や壮麗の者が，その一挙手一投足を遠くか
ら眺めながら，矜式すなわち謹んで手本とする存在であっ
たであろうし，そのためにも高齢者から発せられる言動は

佐藤一斎の『言志四録』にみる高齢者の在り方生き方（上寺) ― 23 ―



当を得た簡潔・明白簡易な短い言葉であり，内面の志氣は
益々以てエネルギッシュであったであろう。加えて周りの
壮麗・少壮の者の言動を受け入れ，認め，力量形成に資す
ることを志としていたであろう。
しかしながら，佐藤一斎が60歳を迎え，あたりを見回し
たところ，目に映る高齢者は，口を開けば「自分は年老い
た。年老いた。」と唱えながら，動作も緩慢，足もよろけ，
何もやる気がなく，その状態を甘んじて受けている者が散
見されていたのであろう。加えて，高齢者にあるまじき，
少年のような立ち居振る舞いや少年が行うような技芸を披
露していたものが散見されたのでもあろう。

【老人自養有四件。曰和易。曰自然。曰逍遥。
曰流動。是也。諸々激烈事皆有害。】

老人の自ら養ふに四件有り。
曰く和易，曰く自然，曰く逍遥，曰く流動，
是れなり。諸

もろ

々
もろ

の激烈の事，皆害有り。
〈佐藤一斎『言志耊録』第308条〉

この条文は，高齢者の養生に加えて，平素の在り方につ
いて，明白簡易に表現されていると思われる。「和易」す
なわち穏やかでゆったりとした様子で，「自然」すなわち
何事にも違和感なく，自然体での立ち居振る舞いができる。
「逍遙」すなわち悠々自適に，何事にも肩の力を抜いて，ゆっ
たりとリラックスした状態にて取り組む，また「流動」す
なわち日々日常の変化，時勢の変化に対しても臨機応変に
対応していく。そのような姿を佐藤一斎は心身の養生，ひ
いては在り方の理想として描いていると思われる。そして
高齢者の戒めるべきものとして，「激烈」すなわち思うよ
うにならないこと，年代のギャップによるいらだち等から
激しい怒りを全身に表現することをあげている。高齢者に
なったら柔軟・調和が肝要であることは，今に通じること
であろう。

【老齢不失於酷。而失於慈。可警。】

老齢は，酷に失せずして，慈に失す。警むべし。
〈佐藤一斎『言志晩録』第260条〉

高齢者は，自らの経験値に照らし合わせても，つらい，
厳しい環境・状況への適応は十分でき，そこでは，自らの
気を引き締め，失敗することはない。その一方で，自ら厳
しい時代を生き抜いてきた故に，特に少壮の者に対しては，
祖父母が孫に甘くなるように，脇を甘くして接してしまう
ことがある。そこに失敗の原因が生じてしまう可能性があ
る。今日で言えば，甘い言葉を信用し，あるいは子や孫を
心配するが故に，特殊詐欺に遭ってしまう場合が多いので
ある。佐藤一斎の生きた江戸時代も同じような状況があっ

たのであろう。戒めとして記述しているのである。

【老人処事。不失於酷而失於慈。
不失於寛而失於急。可警。】

老人は事を処するに，酷に失せずして，慈に失し，
寛に失せずして，急に失す。警むべし。

〈佐藤一斎『言志耊録』第301条〉

この条文も『言志晩録』第260条と前半は同等であり，
後半部分にはゆったりと事を運ぶには失敗はしないが急を
要する時に失敗すると記している。事の急な展開には，冷
静な判断を欠き，慌てて失敗することもみられるのであろ
う。

【人宜回顧少壮時有困苦。有艱難。
以知今之爲安逸。是之謂自知本分。】

人は宜しく少壮の時に困苦有り，艱難有るを
回顧して，以て今の安逸為

た

るを知るべし。
是れを之れ自ら本分を知ると謂ふ。

〈佐藤一斎『言志耊録』第284条（一部抜粋）〉

高齢者は，現役を引退し，日々年金暮らしで安穏とした
生活を送ろうとも，そのことを別に恥じることもなく，ま
た引け目を追うことはないのである。高齢者としての安穏
とした生活が送れるのは，厳しい世間の荒波を乗り越えて
きたからである。その乗り越えている時には厳しさと共に
充実感があったであろうが，無事に現役を引退したという
安堵感に包まれながら送る安穏とした生活も，自らが生
活・人生の主人公・主体者であれば，充実感に満ち溢れ楽
しむことはできるのであり，人生の至福の時代となりうる
と思われる。

【老人勿弱視強壮。勿軽侮幼沖。
勿或過慮少断。錯誤事期。書以自警。】

老人は強壮を弱視する勿れ。幼沖を軽侮する勿れ。
或は過慮少断にして事期を錯誤する勿れ。
書して自ら警む。

〈佐藤一斎『言志耊録』第298条〉

高齢者は，肩に力が入っている壮麗の勢いのある者を軽
く視てはいけないし，幼い子供達を軽く視てもいけない。
彼らに内在する，自分にはない「何か偉大な価値」を見い
出して，それを尊重することが肝要であろう。また物事を
慎重に熟慮し過ぎて，決断力に欠け，決断の時期を誤って
もいけないのである。佐藤一斎は，これらのことに時とし
て自らも陥りそうになったのであろう。書して自警として
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いたのである。

【老人氣急。事好速成。不能自重。不能含蓄。
又妄信人言。不能察其虚實。可不警乎。】

老人は気，急にして，事，速成を好み，
自重する能はず，含蓄する能はず。
又妄りに人の言を信じて，
その虚実を察する能はず。警めざるべけんや。

〈佐藤一斎『言志耊録』第300条〉

高齢者は，事に臨みては，気がせき，せっかちになりが
ちである。約束の時間よりもかなり早くその場に到着した
り，自分の出番ではないのに人をぬかして先に出てしまっ
たりということが往々にして見られる。本来ならば自重を
してほしいところであるが，事を充分に理解せずに鵜呑み
にし，拙速な行動をとってしまう場合もある。
｢妄りに人の言を信じて，その虚実を察する能はず」とは，
まさに今日の高齢者が特殊詐欺の被害に遭ってしまう所以
を，江戸時代の佐藤一斎が端的に指摘しているように思わ
れる。

【老人尤要遜譲。】

老人は最も遜譲なるを要す。
〈佐藤一斎『言志耊録』第302条〉

昔の高齢者と言えば，「遜譲」の体現者というイメージ
があったが，その「遜譲」にはほど遠い対極の体現者も今
日の高齢者に散見される。今日の高齢者は二極分化が進ん
でいるのではないかと感じる。筆者も佐藤一斎に綾かって
自戒をする必要が大いにある。

【老人好速成。可戒。好苟便。可戒。
過憫恤。可戒。此外尚有執拗拘泥畏縮過慮數件。
都是衰頽念頭。須能奮然作氣。破却此念。】

老人の，速成を好むは，戒むべし。
苟
こう

便
べん

を好むは，戒むべし。
憫
びん

恤
じゆつ

に過ぐるは，戒むべし。
此の外に尚ほ執拗，拘泥，畏縮，過慮の
数件有り。都て是衰

すい

頽
たい

の念頭なり。
須らく能く奮然と気を作

おこ

して，
此の念を破却すべし。

〈佐藤一斎『言志耊録』第307条〉

高齢者が何事にもせっかちになることは戒めるべきであ
り，苟

こう

便
べん

すなわち一時しのぎを好むのも戒むべきである。
また憫

びん

恤
じゆつ

，すなわち憐れみ恵むことに過ぎることも戒む

べきである。今日の高齢者が悪徳業者や特殊詐欺グループ
のターゲットになりやすいのは，「苟

こう

便
べん

」や「憫
びん

恤
じゆつ

」に過
ぎるからであろう。大いに戒めなければならない。
高齢者は衰えがみられると，執拗になり物事に拘泥し，
また過慮，すなわち心配のし過ぎをしてしまう。今日では
100歳近くに匹敵するであろう80歳を過ぎた佐藤一斎は，
自らを警め，奮然と氣を起こして，人間としての衰えや弱
さの要因を払拭する氣概を示している。

【老人平居索然不樂。宜毎存喜氣。以自養。】

老人は平居索然として楽しまず。
宜しく毎

つね

に喜気を存して，以て自ら養ふべし。
〈佐藤一斎『言志耊録』第326条〉

高齢者は時として，「平居」すなわち普段は，「索然」す
なわち面白味のない様相を呈しており，ともすれば憮然と
して楽しんでいる様子がみられない。それでは少壮の者や
壮麗の者たちから疎んぜられるだろう。高齢者も，別に少
壮の者や壮麗の者に媚びへつらう訳ではないが，常に喜び
に満ちあふれ，氣を全身に漲

みなぎ

らせ，絶えず積極的な精神
の態度で人や物に接することができるように，日々，自己
統制，自己調整する必要があろう。

【老人少決。以神氣乏也。唯事理精明。
則理以率氣。無此弊耳。】

老人の決を少
か

くは，神氣乏しきを以てなり。
唯だ事理精明なれば，則ち理以て気を率ゐて，
此の弊無きのみ。

〈佐藤一斎『言志耊録』第330条〉

高齢者が時として決断力を欠くのは，「神氣」すなわち
精神の力が乏しくなっているからである。精神の力を活発
に発動するためには，「事理精明」すなわち事物の道理に
通暁し，理によって氣を先導し，決断力を高めることが肝
要であろう。そのためにも，道理を極める「学び」を継続
し続けることが肝要であろう。今日においては，高齢者は，
改めて先人・先哲の人間哲学を活学化することが求められ
よう。

【老人於數年前事。往往有錯記誤認。
今漫語人。不免少差。或做障

しよう

碍
がい

。不容不慎。】

老人は数年前の事に於て，往往錯記誤認有り。
今漫

みだり

に人に語れば，小差を免れずして，
或は障

しよう

碍
がい

を做さん。慎まざる容
べ

からず，
〈佐藤一斎『言志耊録』第299条〉
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高齢者は，数多くの齢を重ねてきており，数年前のこと
の記憶が錯綜していたり，つい２，３週間前のことでも覚
え間違いや，小さな間違い等をしている場合もある。その
ため，瞬間瞬間に意識をはっきりさせて有意注意力を発動
し，できる限り正確な記憶に心がけると共に，しっかりと
手帳やカレンダー等に行事や約束事を書き留めておくこと
が肝要であろう。

2.3 不朽の「志」・「学び」と老少なき「心」の保持
高齢者の在り方生き方の帰着するところは老少なき「心」
を保持し高揚すると共に，不朽の「志」を全身に漲らせ「氣」
として発動し，不朽の「学び」に取り組み続けることであ
ろう。

【老成時當存少年志氣。】

老成の時は当に少年の志気を存すべし。
〈佐藤一斎『言志録』第34条一部抜粋〉

この『言志録』第34条を記している時，佐藤一斎はまだ
40代前半であったことは容易に推測がつく。おそらくは，
自らが目にする高齢者の姿を観て，高齢者は，身体は老い
ようとも，少年のような若くてみずみずしい「志氣」すな
わち心を保持し続けることの必要性を実感したのであろ
う。

【血氣有老少。志氣無老少。老人講學當益勤志氣。
不可譲少壮人。少壮人春秋富。仮令今日不學。
猶容有來日可償。老人則眞無來日。
尤當勿謂今日不學而有來日。】

血氣には老少有るも，志氣には老少無し。
老人の講学には，当に益々志氣を励まして，
少壮の人に譲るべからざるべし。
少壮の人は春秋に富む。
仮令
たとい

今日学ばずとも，
猶ほ来日の償ふべき有る容

べ

し。
老人は則ち真に来日無し。
尤
もっと

も当に今日学ばずして
而も来日有りと謂ふこと勿るべし。

〈佐藤一斎『言志後録』第243条〉

この条文は，1837（天保８）年12月１日，佐藤一斎が66
歳の時に記したものであり，高齢者にさしかかった一斎の
奮起・気概が感じられる。繰り返しになるが江戸時代の66
歳と令和時代の66歳とは明らかに同等ではない。江戸時代
の66歳は令和時代の86歳以上に匹敵するととらえてもよい
であろう。江戸時代では60歳を過ぎれば明日をも知れぬ命
であったことは想像に難くない。

｢血氣」すなわち身体的な元気には老少はあるが，「志氣」
すなわち心の力（気力）や意気込みには老少はない。従っ
て高齢者も特に人間の在り方生き方探究の学問（今日的に
は広く学問一般）には，益々もって心の力（気力）を奮い
立たせて若い者に譲ることなく，励むことが肝要である。
若者にはまだまだ年月は潤沢にあるが，高齢者には，年月
は数えるほどしか残されていない。高齢者の「学び」は今
が大切であり，今この瞬間を充実して生きることが求めら
れる。

【老而學。則死而不朽。】

老いて学べば，則ち死して朽ちず。
〈佐藤一斎『言志晩録』第60条（一部抜粋）〉

人間の一生涯にわたる学びの重要性を謳った条文の一節
であり，高齢者が学ぶことの意義が明白簡易に記されてい
る。生きることは学ぶことであり，学ぶことは人間として
充実した人生を生き切ることである。それは次の条文に具
体的に記されている。

【此學吾人一生負担。當斃而後已。】

此の学は吾人一生の負担なり。
当に斃

たお

れて後已むべし。
〈佐藤一斎『言志後録』第１条（一部抜粋）〉

人間の在り方生き方を探究する学問は，人が人間として
生き続ける限り担うべき一生の負担であり，その負担がな
くなるのは，当に死して後である。

【一息之存。學匪可廢。】

一息の存するあらば，学は廃すべきに匪
あら

ず。
〈佐藤一斎『言志耊録』前書き〉

人生を微分すれば，一呼吸，一息である。人生の終焉は
最期の一息であり，その一息の中にも充実し人生の営みと
しての「学び」が存在するのである。死ぬその瞬間までが，
人間の「学び」なのである。

【人各有分。當知足。但講學則當知不足。】

人は各々に分有り。当に足るを知るべし。
但だ講学のみは則ち当に足らざるを知るべし。

〈佐藤一斎『言志晩録』第202条〉

高齢者は，現役時代にはその分を全うし足るを知って現
役を退いたであろうが，人間の在り方生き方を探究する学
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問（今日では学問一般を含む）への取組みについては，限
界はなく，終着点もなく，不朽の営みとして継続すること
を深く認識する必要があるであろう。その認識の下に，学
問への探究が生きがい・やりがいとして昇華されるであろ
う。

【人不能百歳。只當志在不朽。志在不朽。
則業不朽。業在不朽。則名不朽。名在不朽。
則世世子孫亦不朽。】

人は百歳なる能はず。
只だ当に志は不朽に在るべし。
志，不朽に在れば，則ち業は不朽なり。
業，不朽に在れば，則ち名は不朽なり。
名，不朽に在れば，則ち世世子孫も亦不朽なり。

〈佐藤一斎『言志耊録』第228条〉

｢志」は不朽である。また誰からも奪われるものではな
い。「志」は立てたその瞬間から自己と共にある存在であ
り6)，心に立てた確固たる目標を頭の先から指先，つま先
まで全身に漲らせ，人格的に統合されて，初めて「不朽の
志」といえると思われる。高齢者は，今一度，自己を深く
見つめなおし，さらなる自己理解を深め，「不朽の志」を
立てることが肝要であろう。

【身有老少。而心無老少。氣有老少。而理無老少。
須能執無老少之心。以體無老少之理。】

身に老少有れども，心に老少無し。
氣に老少有れども，理に老少無し。
須らく能く老少無きの心を執りて，
以て老少無きの理を体すべし。

〈佐藤一斎『言志耊録』第283条〉

｢老少無きの心を執りて，以て老少無きの理を体すべし。」
で結ばれるこの条文は，まさに高齢者の在り方生き方の理
想であり，しっかりとそれを現実のものとして体現する努
力をすることが求められよう。ともすれば高齢者の心は自
らの身体的な老いと連動・一体化し，心の老いも進行させ
てしまう傾向に陥りがちであるが，心には老いがないこと
を再認識し，溌剌颯爽として心を保持し，老少なきの人間
の道理の探究とその体現に精進することが肝要であろう。

3 . おわりに

本小論では，佐藤一斎の『言志四録』にみる高齢者の在
り方生き方について，関連する条文をあげながら考察を加
えてきた。
現代は高齢社会であり，高齢者が人間として日々充実し

た生活をいかに送るかが強く求められる。人口に占める高
齢者の割合は高くなり，高齢者が自らの心と体の養生と共
に，自らよりも若年となる人間との共生・共存を図るため
の創意工夫が求められる。
本小論では，『言志四録』のもつ人事・物事・諸事の本
質を明白簡易に表現する力を活用し，今日の高齢者の在り
方生き方についての考察を加えてきた。
高齢者は，人間としての経験値を重ね，人間としての円
熟を極めた存在であるが，経験に固執し，また加齢による
性格変容等もみられる。そのため，自己を謙虚に見つめ直
し，自反・自省そして改善変容する努力が求められよう。
高齢者は，改めて老少なき人間の道理を体現するという

「不朽の志」を立て，老少なきの心を保持・高揚を図りな
がら，その志を果たすことに尽力することが求められよう。
高齢者が自己改善・自己変容・自己成長を図るためには，
高齢者の心に響く「先人の教え」を通して，なおかつその
教えを体認・体得・体現することが求められる。高齢者は
学んでも忘却しやすいため，学びの対象に心を響かせ納得
感をもって繰り返し繰り返しの習得行為が求められよう。
佐藤一斎の『言志四録』はその高齢者にとっての学びの
対象となりうる「先人の教え」と思われる。

【注】

１) 本小論では「高齢者」については，個人差があるもの
の，70歳以上の成人として定義する。『言志四録』では，
佐藤一斎は「老人」という表現を使用している。本小論
では「老人」を高齢者とみなして，論を進める。
２) 佐藤一斎と『言志四録』については，上寺康司［2001］・
［2004］・［2005］・[2008］・［2011a］・［2011b］・［2012a］・
［2012b］・［2017a］・［2017b］・［2018］・［2021a］・［2025］
に従った。
３) 岡田武彦［1991］p.5。
４) 本小論で取り上げる『言志四録』の条文の白文並びに
書き下し文，及び語句等の解釈については，主要には岡
田武彦［1991］・［1993］に従った。
５) 本小論では「気」を人間に内在する行動力・活力の源
としてのパワーとして外に発するものととらえ，「氣」
を用いる。
６) 菅野覚明［2009］p.244。

【参考文献】

〇岡田武彦［1991］『佐藤一斎全集』第11巻，明徳出版。
〇岡田武彦［1993］『佐藤一斎全集』第12巻，明徳出版。
○久須本文雄［1994］『座右版 言志四録』，講談社。
○上寺康司［2001］「佐藤一斎における教育思想の現代的
意義～『言志四録』に焦点をあてて～」，中国四国教育
学会編『教育学研究紀要』第47巻，第一部。

佐藤一斎の『言志四録』にみる高齢者の在り方生き方（上寺) ― 27 ―



○上寺康司［2004］「『全体の奉仕者』としての教員に求め
られる使命感に関する考察～佐藤一斎の『言志四録』を
主なてがかりとして～」，『福岡工業大学研究論集』第37
巻第１号。
○上寺康司［2005］「佐藤一斎の『言志四録』にみる「学び」
のための心の工夫」，『福岡工業大学研究論集』 第37巻
第１号。
○上寺康司［2008］「充実した生活のための心の環境づく
り～佐藤一斎の『言志四録』を主要な手がかりとして～」，
『福岡工業大学研究論集』第40巻第２号。
○菅野覚明［2009］『日本の元徳』日本武道館。
○上寺康司［2011a］「佐藤一斎の『言志四録』にみる教育・
指導の態様と工夫」，『福岡工業大学研究論集』第43巻第
２号。
○上寺康司［2011b］「孔子の『論語』と佐藤一斎の『言志
四録』にみる人間の学びの意義」，『福岡工業大学 FD
Annual Report』 Vol.1。
○上寺康司［2012a］「佐藤一斎の『言志四録』にみる生涯
学習思想」，『社会環境学』第１巻第１号。
○上寺康司［2012b］「佐藤一斎の『言志四録』を活用した
大学生の道徳教育に関する考察」，『福岡工業大学 FD
Annual Report』 Vol.2。
○上寺康司［2017a］「先人のおしえに学ぶ教育実践の知恵」，
広岡義之編著『はじめて学ぶ教職論』ミネルヴァ書房。
○上寺康司［2017b］「大学生に求められる就職活動のため
の心の環境づくり」，『福岡工業大学 FD Annual Report』
Vol.7。岡田武彦［1991］
○上寺康司［2018］「佐藤一斎の『言志四録』にみる自然
から学ぶ人間の在り方生き方」，『福岡工業大学研究論集』
第51巻第１号。
○上寺康司［2021］「佐藤一斎の『言志四録』にみる「象徴」
と「機」～時代を越えた直観性（共感性）と体系性（解
決性）～」，『社会環境学』第10巻第１号。
○上寺康司［2025］「佐藤一斎の『言志四録』の汎用性に
関する考察～『言志後録』第33条「春風を以て人に接し，
秋霜を以て自ら粛む。」に焦点をあてて～」『福岡工業大
学研究論集』第57巻第２号。

佐藤一斎の『言志四録』にみる高齢者の在り方生き方（上寺)― 28 ―


